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	製品名: DMBT1ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒト染色体10qの配列欠損は、ヒト癌の進行と関連している。この遺伝子は、髄芽腫細胞株における欠失に基づいて単離された。この遺伝子は、胎児肺では6.0、7.5、8.0 kbの転写産物として、成人肺では8.0 kbの転写産物として発現するが、7.5 kbの転写産物については特徴づけられていない。コードされるタンパク質前駆体は、複数のスカベンジャー受容体システインリッチ（SRCR）ドメイン（SRCR-interspersed domains：SID）を含む糖タンパク質である。転写産物バリアント2（8.0 kb）は、糖鎖認識とは独立してサーファクタントタンパク質Dに結合することが示されている。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

